
パイプマンパイプマン
パイプマンは鉄骨梁やコンクリートスラブ面に手摺支柱を設置するための支柱固定用金具です。パイプマンは鉄骨梁やコンクリートスラブ面に手摺支柱を設置するための支柱固定用金具です。

パイプマン外抱式 ・ パイプマン は、 鉄骨梁に溶接固定を行い、 主に外周部や階段周りに

仮設手摺を設置する際に使用します。

パイプマンオネジ型 は、 コンクリートスラブ面にねじ固定を行い、 パラペットやバルコニー、

スラブ開口部周り等コンクリートスラブ面の様々な場所に使用することができます。

NEW
パイプマン外抱式 パイプマン パイプマンオネジ型

安全性を確保

強度等

たわみ及び曲げ強度試験

商品名

パイプマン外抱式

パイプマンオネジ型

パイプマン

適合場所

鉄骨梁

コンクリートスラブ面

鉄骨梁

施工方法

溶接固定

溶接固定

アンカー固定

インサート固定

適合手摺支柱

φ48.6( ピン無単管 )

φ48.6( ピン付単管 )

φ48.6( ピン付単管 )

●一般社団法人仮設工業会発行

　 仮設機材認定基準とその解説

   （厚生労働大臣が定める規格と認定基準）

  ガードポスト　　参照

重りの重量 100 ㎏で破壊しないこと。

重りの重量 40 ㎏でたわみ量最大値

110ｍｍ以下、 平均値 100ｍｍ以下。

たわみ測定時

曲げ強度測定時

パイプマン



パイプマン外抱式

手摺支柱
φ48.6 （ピン無）

コンクリートスラブ

さや管 50A
(φ60.5-ｔ3.2）
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水抜穴

S造のH形鋼梁に手摺支柱を設置する際に使用する

さや管 （鋼管） と樹脂スペーサーです。

ピン無単管対応品

樹脂スペーサーを使用することで、 ガムテープ等の

養生を行う手間が省けます。

独自形状の樹脂スペーサーによりコンクリートの剥離性が

高く、 さや管をかぶり 30mm 確保した場合にも簡単に

取外すことができます。

商品仕様

さや管

適合スラブ厚 ： W120 以上

適合手摺支柱 ：φ48.6 （ピン無単管）

さや管 ： スラブ厚－30mm

            50A(φ60.5－t3.2)STK400

樹脂スペーサー

さや管の下部に水抜穴を設けているため、 さや管内に

雨水等がたまりません。 （水抜有の場合）

現場のスラブ厚に応じたさや管長さの選定が行えます。

独自形状によりさや管のかぶり寸法を確保することが

できます。

簡単に取外せるため数回の転用が可能です。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

型式

水抜有

水抜無

型式コード

10090 ～ 10270

00090 ～ 00270

長さ （L）

90 ～ 270

（5ｍｍピッチ）

鋼管 （さや管）

50A(φ60.5-t3.2)

STK400

入数

1

型式

樹脂スペーサー

型式コード

00001 120ｍｍ以上

適合スラブ厚 材質

ＰＰ

入数

25

★ご注文品番＝M-50AW 型式コード

★ご注文品番＝M-50AW 型式コード

※さや管長さ （L） は、 スラブ厚 -30mm をご使用下さい。

※さや管は受注生産となります。 納期をご確認下さい。



パイプマン ピン付単管対応品

溶接止めのため緩みません。

スラブコンクリート打設時、 商品の取外しが必要

ありません。

〇

〇

型式コード 入数

00010 50

適合手摺支柱

φ48.6 （ピン付単管）

★ご注文品番＝M-50AT 型式コード

施工手順

溶接

溶接

さや管

水抜穴

H形鋼梁

さや管

手摺支柱
樹脂スペーサー

コンクリート モルタル

30

H 形鋼梁にさや管を

全周溶接で取付ける。

H 形鋼梁にパイプマンを

全周溶接で取付ける。

手摺支柱の取付けを行い

外周面を養生する。

手摺支柱と養生材を

取外す。

モルタル埋め戻しコンクリート打設

樹脂スペーサーと手摺

支柱を取付ける。

コンクリート打設 手摺支柱と樹脂スペー

サーを取外す。

モルタル埋め戻し

注意事項

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

樹脂スペーサーを取外す際は、 手で

回転させて取外して下さい。

取外すのが難しい場合は、 ラチェット

等をご使用下さい。

・ さや管の溶接は、 水抜穴以外の部分すべてに行い、 必ず有資格者により行って下さい。
・ 手摺支柱は H 形鋼梁にあたるまで差し込んで下さい。

注意事項 ・ 手摺支柱は必ずφ48.6 ピン付単管を使用して下さい。

パイプマン

H形鋼梁全周溶接

手摺支柱

養生材

ピン ( 回転 )

モルタル
コンクリート



パイプマンオネジ型 ピン付単管対応品

パイプマン用インサート （田植え用インサート）

パイプマンオネジ型用溶接金具 （先付け溶接アンカー）

オネジを利用して、 コンクリートスラブ面の様々な場所に

仮設手摺支柱を支持することができます。

コンリート面に設置する際、 パイプマン用インサートを使用

することで容易に施工が行えます。

足場ブラケット一足型と併用すれば、 建地の固定に使用す

ることができます。

〇

コンクリート天端面に設置する田植え用インサートです。

台座が浮力のあるポリエチレン発泡体のため、 安定した田植え施工が行えます。

パイプマンオネジ型取外し後は、 モルタル補修が容易に行えます。

〇

パイプマンオネジ型用先付け溶接アンカーです。〇

〇

〇

〇

〇

型式コード型式

W1/2

入数

00050 25

★ご注文品番＝M-50AT 型式コード

型式コード型式

W1/2

入数

00030 50

★ご注文品番＝M-50AT 型式コード

型式コード 入数

00040 50

適合手摺支柱 表面処理

電気亜鉛メッキφ48.6 （ピン付単管）

★ご注文品番＝M-50AT 型式コード

注意事項 ・ 手摺支柱は必ずφ48.6 ピン付単管を使用して下さい。

・ 本製品の取付けにあと施工アンカーを使用する場合は、 引抜強度に注意してご使用下さい。

・ 「足場ブラケット一足型」 の先端にパイプマンオネジ型を取付ける場合は、 振動による緩みがないよう、 ねじ込みを確実に最後まで行って下さい。

パイプマンオネジ型に下記の商品をご使用いただくことで簡単にコンクリート

スラブ面や H 形鋼梁にパイプマンオネジ型を設置することができます。

パイプマンオネジ型

パイプマン用
インサート

溶接固定

パイプマンオネジ型用
溶接金具

パイプマンオネジ型パイプマンオネジ型

溶接固定

H形鋼梁

パイプマンオネジ型用
溶接金具



パイプマンに関する注意事項

関連法規

・ 手摺支柱の取付け間隔は 2m以下で設置して下さい。

・ 手摺支柱は必要に応じて控えを設けて下さい。

・ 手摺 （上桟） 高さは、 作業床面より90ｃｍ以上、 中桟高さは 35ｃｍ以上50ｃｍ以下に設置して下さい。

・ 落下物により作業者に危険を及ぼす恐れのある時は、 高さ 10ｃｍ以上の幅木又は同等以上の設備を設置

　して下さい。

・ 手摺支柱及び手摺 （上桟）、 中桟は墜落制止用器具 （安全帯）

　取付設備として使用しないで下さい。

手摺支柱

手摺 （上桟）

中桟

幅木 （10cm 以上）

手摺支柱取付け間隔 ： 2m 以下
手

摺
高

さ
：

9
0
cm

以
上

中
桟

高
さ

3
5
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以
上
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●労働安全衛生規則　第二編　第九章　墜落、 飛来崩壊等による危険の防止　　抜粋

　 第五百十九条

●労働安全衛生規則　第二編　第十章　通路、 足場等　　抜粋

　 第五百五十二条

●一般社団法人仮設工業会発行

　 仮設機材認定基準とその解説 （厚生労働大臣が定める規格と認定基準）　　　　ガードポスト　　参照

事業者は、高さが二メートル以上の作業床の端、開口部等で墜落により労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所には、囲い、手すり、

覆 ( おお ) い等 ( 以下この条において 「囲い等」 という。） を設けなければならない。

事業者は、 架設通路については、 次に定めるところに適合したものでなければ使用してはならない。

イ　　高さ八十五センチメートル以上の手すり又はこれと同等以上の機能を有する設備 （以下 「手すり等」 という。）

ロ　　高さ三十五センチメートル以上五十センチメートル以下の桟又はこれと同等以上の機能を有する設備 （以下 「中桟等」 という。）

2　　種類

ガードポストの種類は、 設置箇所により第 1 種又は第 2 種とする。

（注） 第 1 種は、 荷上げ用の開口部、 荷上げ構台、 仮設階段の踊場、 トラック棧橋、 土止壁上部等に設ける防護工に使用する

　　　　ものをいい、 第 2 種は第 1 種に掲げる防護工以外の防護工に使用するものをいう。

4　　構造

（1）　上桟取付部はガードポストの種類により次の表に示す高さに上桟を確実に固定できる構造であること。

       第 2 種の場合　　90ｃｍ以上　

（2） 中桟取付部は、 高さ 35ｃｍ以上 50cm 以下の位置に中桟を確実に固定できる構造であること。

【解説】

（1） 上桟取付部及び中桟取付部の高さとは、 ガードポストを構造物等へ取り付けた場合において、 床の上面よりそれぞれ上桟、 中桟

       の上面までの間隔をいう。

（2） （2） の中桟取付部の高さは、 ガードポストの締め付け厚さに応じ、 最も低い高さと最も高い高さが 35cm 以上 50cm 以下の範囲内

       であること。

（3） （1） 及び （2） の確実に固定できる構造とは上桟、 中桟をクランプ等で動かないように固定できることをいう。

6　　強度等

（たわみ及び曲げ強度試験）

　　第 2 種の場合

　　たわみ測定時       重りの重量 40 ㎏でたわみ量最大値 110ｍｍ以下、 平均値 100ｍｍ以下。

　　曲げ強度測定時　  重りの重量 100 ㎏で破壊しないこと。

使用基準

ガードポストを使用する場合は、 労働安全衛生規則等によるほか、 次によるものとする。

（1） ガードポストの取付間隔は、 2ｍ以下とすること。

（3） 物体の落下により作業者に危険を及ぼすおそれのあるときは、 ガードポストを取り付けた周辺に、 高さ 10ｃｍ以上の幅木又は同等

      以上の機能を有する設備を設けること。
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